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我が国に於ける寄生虫感染，ことに鈎虫感染につ
いては，その精細なる調査，研究の進むにつれて，
その淫浸率が相当に高率なる事が立証され，叉再認
識され，現在の農村衛生上，大きくは我が国の公衆
衛生上重要なる課題として注目されている。その鈎
虫感染率も終戦後，米軍 406部隊総合医学研究所と
予研との共同検便の全国的なる検査の結果，青森，
北海道を除いて最底は福井(13.1%)，最高は鹿児島
(70.0%)を示し，叉群馬に於ける水野(1952)の調
査によれば，農村地区に於ては平均 40%の感染率 
を示し，その他埼玉，千葉，東京，茨城などの農村
地帯の局部的なる調査によれば， 20.2%~82.4%の
高率を示し，その病害作用は相当大なるものが有る
と思はれる。小宮(1956)は本邦に於ける鈎虫感染
者の比率は，一般に考えているものよりも大きく，
感染者が農村人口のみに限るとしても 3500万人中
約 1000万人が感染していると云い，叉鈎虫症は日
本の農業経営と密接に連関し，純然たる農民の職業
病であるとして，鈎虫症の予防対策の強力なる推進
を要望している。かくして鈎虫に対する予防対策が
次
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強く要望されているのであるが，その為には鈎虫の
生態に基づく予防対策がたてられねばならぬ。現在
迄に諸家によりその発育，感染経路，分布等精しく
研究，調査され，漸次その全貌が明らかになりつ L
ある。
殊に予防対策の点から見て，鈎虫感染の場，即ち
畑及び水田に於ける鈎虫卵の発育状況については，
公衆衛生上その実態を明らかにしておく必要がある
が，南崎(1928)は，鈎虫卵の土壌及び水中に於け
る発育，並びに仔虫の生存期間に就て実験し，本邦 
に於ける農村の畑地で、は，冬期を除き生存期間は約
6カ月にして，水中にては，夏期，冬期何れにあつ
ても発育せず，仔虫に瞬化する事なく，虫卵は夏期
には 9週間生存するが，冬期は 5週間乃至 6週間に
て死滅するとしている。
叉感染実験に於ては，水田よりも畑地に於て春夏
の候に感染する事を認めている。
叉宮JI (1917)は，鈎虫卵発育時に於ける温度，
酸素，及び水素イオシの影響をのベ，松崎(1928)
は，ヅピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵，東洋毛様線虫
卵の瞬化に就て報告し，ヅピニ鈎虫卵は，その婚化
脱殻早く，アメリカ鈎虫卵はや L遅く，且つ発育不
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良卵の多い事を認め，虫卵白休の抵抗の弱し、事をあ
げてし、る。
叉酸素の虫卵発育に及ぼす影響を追及したる研究
では，その虫卵の発育を観察する場合に虫卵を高度
の類、酸素環境下に置いて行ったものは少く，原
(1950)は，畑虫卵の発育に及ぼす酸素の影響を，柳
沢の黄燐燃焼法によって実験を行い，黄燐燃焼法に
よる無酸素状態にあっては， 150Cの恒温下では 9日
以内， 250Cの状態にあっては， 8日以内で全く死滅
すると云い，叉他の水中に於ける無酸素状態を現出
せしめる方法，すなわち，還元剤によって水中溶存
酸素を吸収する持法，叉水を煮沸せしめて溶存酸素
を放散し，油，叉は流動パラフィシにて酸素の補給
を遮断する方法，叉他のガス{本と置換する方法等に
比 Lて黄燐燃焼により作り得る無酸素状態が虫卵に
強〈作用する事を認めている。上述の諸実験に於い
ては，虫卵の観察方法に於いていずれも各種の条件
下で虫卵含有便を採り，之を諸条件のもとに培養
L，多数の虫卵群中より無作為に一定数の虫卵を取
り出して観察したものであって，異った虫卵群を観
察する方法で，虫卵のみを多数集卵採取して，その 
中の一定数の同一虫卵に就て発育愛化を継続観察し
たるものはなかった。即ち今迄に諸氏によって用い
られていた虫卵の観察方法は，同一虫卵を継続的に
観察する方法ではなくして，その殆んどが具った虫
卵群を個々に観察していたものである。
方波見(1956)によって，鈎虫卵をポリエチレシ
フィルムを以て対物ガラス上に封入L，虫卵を培養
すると同時に発育状態を観察し得る方法が考案され
た。この方法を以ってすれば，虫卵の発育に必要な
酸素は薄いポリエチレンフィルムを充分に透し，叉
虫卵発育に必要とする水分は充分に保有され，虫卵
は対物ガラス上を移動する事・なく，同一虫卵に就
て，常に長期間にわたり観察する事が可能である。
このポリエチレンフィルム法を以って虫卵発育の
状態を観察すれば，今迄諸氏によって行われて来た
観察方法によって実験を行うより，尚一層虫卵発育
の実態が判明するものと思われるi
鈎虫感染の場として，鈴木(1956)，小宮(1953)，
柳沢(1957)，南崎(1928)，永井(1956)等の諸氏
により水田よりも畑地が現在の肥*>!・状況に於いては
重要視さるべきであるとされてレるが，この事は，
諸氏の実験結果によれば鈎虫卵が尿尿を混じた水中
では発育しがたく，叉水田には化学肥料が主として
施肥され，人の尿尿は施肥される事が少し、事から，
かくの如く唱えられているものと思われる。併しな
がら，後述する如く私の調査によれば，水田に多少
ながら人糞を施肥する地方も見受けられ，この様な
水田では鈎虫卵から仔虫が府化するとすれば，一つ
の鈎虫感染の場となり得るのではなし、かと考えられ 
る。従ってか Lる見地から私は水虫に於ける鈎虫卵
の発育の有無、，並びに，柳沢の黄燐燃焼による無酸
素状態現出法を用い，ヅピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫
卵の無酸素環境下.に於ける水中培養を行い，同時に
上記のポリエチレンフィルム法で鈎虫卵の発育状態
を継続観察した。
第II章 水中に於ける鈎虫卵の発育試験
第1節まえがき
現在迄数多く実験され，叉実証されたる鈎虫卵の
発育可能なる環境は，松崎(1931)によれば主に適
当なる湿度を保有する畑地とされ，之に加うるに地
中温 2OC....35 0Cの噴，即ち 6，7，8，9月の候が最良 
とされている。
之に反し鈎虫卵の水中に於ける発育は，南崎
(1927)によれば鈎虫卵含有便を夏期，冬期何れの時
期に水中に投入するも発育せず，仔虫は贈化する事
なく，水中に存する鈎虫卵も夏期には 9週間生存す
るも，冬期は 5....6週間にして死滅すると云う。
かくの如く鈎虫卵発育可能地域が畑地にのみ限局
されるが如き観を呈するが，実際問題として畑地が
少く，水田，湿地帯が多い地方にもかなり高率の鈎
虫感染率を見る。
叉水田に撒布する尿量も，処によっては(千葉県
布佐地方〉反当約 150貰の大量で，之をー尺平方に
換算すると約 50....60グラムの撒布量となり，畑地
の人尿撒布量に比L必ずしも少量とは云えず，その
撒布時期も田 ~m直.前の水田に比較的水量の多い 6 月
初旬に行う為，鈎虫卵の発育時期としては最も良好
なる時期に当る。
か Lる条件下に於て，鈎虫卵が水中に於て順調に
発育して感染期仔虫に成ったとすれば，人体への鈎
虫の経皮感染も容易に予想される。私はか Lる想定
の基に，グピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵に就いて，
その虫卵の発育に障害を及ぼさないと云われる pH
の範囲，即ち 7.2....7 .4(中条 1951)の水道水中に於

て実験を行った。
第 2節実験材料及び実験方法
実験に供した虫卵:
グピニ鈎虫卵，及びアメリカ鈎虫卵の各々に就い
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て実験を行う関係上，鈎虫陽性者を飽和食塩水浮説 成績は，表2Vこ示す如く，実験前の虫卵に於ては，
法によって求め，併せて瓦培養法によって水中に移 4細胞期卵 16%，8細胞期卵 29%，16細胞期卵 37
行せる感染期仔虫の形態を検鏡によって鑑別しか %，桑実期卵約 18%であったが，実験開始後24時
くしてヅピニ鈎虫，及びアメ Pカ鈎虫の単独寄生者 間では，仔虫包期卵 14.7%，仔虫期 85.2%を示し
を求め，その者の尿を実験に供した。 た。密性卵は全く認められなかった。
鈎虫卵採集法は，第E章，第2節に別記せる如く、 実験開始後 48時間では，仔虫包期卵 2.2%，仔虫
行い，鈎虫卵の発育試験の為に用いし容器は，直径 期 96.6%，~性卵は1. 1% で、あった。 
1.5cm，長さ 10cmの小試験管を使用した。 実験開始後 72時間では，仔虫包期卵は全くなく， 
pH 7.2~7.4の水道水 10 cc 中に虫卵が約 300~ 仔虫期97.7%，~性卵 2.2% であった。 
500個這入る様に調節した。 380Cの下に行ったヅピニ鈎虫卵ゐ水中発育試験
実験の際の温度は通常鈎虫卵の培養に用いられる の成績は，実験開始後 24時間では，仔虫包期卵は 
280C，及び人の腸内温度に近い 380Cの下に行い， 4.1%，仔虫期 92.5%，~性卵 3.3% を示じ，実験開
その観察時間は 24時間間隔にて行ったο 始後 48時間では，仔虫包期卵なく， 仔虫期は 95.5
観察方法: %， ~性卵 4.4%であった。実験開始後 72 時間で
ノト試験管内の鈎虫卵含有液をよく捜持混和後遠心 は，仔虫期に達したものは 94.6%で，その仔虫数は
沈澱用試験管に移して 1000回転にて 5分間遠心沈 88隻，その仔虫のうちの 24隻には弱し、運動を認め
搬す。遠心沈殿後上澄液を静かに吸引し，次に鈎虫 られたが，他の 64隻には中等度の萎縮像が現われ
卵沈澄を毛細管ピペットで全部吸引し，対物ガラス てをり，運動は全く認められなかった。~'[生卵は 
上に滴下してカノくーグラスで葦い，之を検鏡する。 5.3%を示した。
鈎虫卵の水中発育試験成績の対照として， PEF法 280Cの下に行ったアメリカ鈎虫卵水中発育試験
による鈎虫卵の培養を同時に行い，その結果を比較 の成績は表 1に示す如く，実験開始前に於いては仔
した。 、 虫包期卵皆無はであったが，実験開始後 24時間で 
PEF法培養方法は，第E章，第2項に別記す。 は，仔虫包期卵22.3%，48時間では，仔虫包期卵無
第3節実験成績 く，仔虫期に達したもの 92.3%を示し，実験開始後 
280Cの下に行ったヅピニ鈎虫卵の水中発育試験 72時間では，仔虫期 93.8%を示した。 この 93.8%
表1. アメリカ鈎虫卵水中発育試験成績
アメリカ鈎虫卵 280C水中発育試験
担時間成績 | 48時間成績 72時間成績
水一融
卵数百分率 卵数百分率 卵数百分率 
4細胞期卵 
8細胞期卵 
13.9拓%1仔虫包期卵
44.1 
。 。0 予告 
16細胞期卵 33.7 
桑実期卵 3.4 川仔虫期 97 …仔虫期 106 
93.8% 
~性卵 4.6 l愛性卵 6 5.8% I安性卵 8 7.6% j愛性卵 7 6.1% 
アメリカ鈎虫卵 380C水中発育試験成績 
48時間成績 72時間成績
水中発育試験前虫卵像 l
卵数百分率 卵数百分率 卵数百分率 
4細胞期卵 
8細胞期卵 
13.9叫%1仔虫包期卵 
44.1 
。 。。% 
16細胞期卵 33.7 
桑実期卵 3.4 叫|仔虫期 73 叫仔虫期 63 
46.6% 
~性 lJS 4.6 i愛性卵 38 29.4%I震性卵 82 間%]愛性卵 72 53.3% 
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表 2. ヅピニ鈎虫卵水中発育試験成績
ヅピ乙鈎虫卵 280C水中発育試験 
水中発育試験前虫卵像
24時間成績 
卵数百分率
48時間成績 
卵数百分率
72時間成績
卵数百分率 
4細胞期卵 
8細胞期卵 
15.7% 
28.9 |仔虫包期卵 14 14.7% Iff虫包期卵 2 2…虫包期卵 o 0 % 
16細胞期卵
桑実期卵
36.8 
18.4 l仔虫期 81 …仔虫期 87 96叩虫期 8鉛6 釘 
~性卵 0 |愛性卵 0 o % 1愛性卵 1 1.1% 1愛性卵 2 2.2% 
ヅピニ鈎虫卵 380C水中発育試験
48時間成績 72時間成績
水中発育試験前虫卵像| 
卵数百分率 卵数百分率 
4細胞期卵 m l仔虫包期卵 5 。 。% 
8細胞期卵 28.9 
16細胞期卵 36.8 
92切 i 95.5% 仔虫期 88 94.6% 桑実期卵 18.4 仔虫期筋 
~性 卵 。 (愛性卵 4 3.3% [蛮性卵 4 4.4%j安性卵 5 5.3% 
の仔虫は総て活発なる運動を示していた。
38
0
Cの下に行った水中発育試験の成績は表 1に 
示す如く，実験開始後24時間では，仔虫包期卵 18.6 
%仔虫期に達したもの 51.9%，愛性卵は 29.4%を
示した。この時期の仔虫期γ達し十もの別%， 67J -
隻中の約半数に弱し、運動か認められたが，他の半数 
-イ。
の仔虫には全く運動が認められなかっ十
実験後 4必8時時.間後のものでは， 仔虫期のもの 釘47.O 
%で， その 73隻のうち運動を認めたものは全く無 
表 3. アメリカ鈎虫卵 PEF法発育試験成績 
280C PEF法発育試験成績

-PEF 1.量発育|函F一志-1子EF 蚕一

試験前虫卵像~時間成績~時間成績
4細胞期卵 ~~I 桑実期 
8細胞期卵 32%1卵

! 

臼琳細田胞期卵 仰(仔虫包
桑実期卵 1日3%1期卵
; 
~性卵 2%1仔虫期 
1 
か った。[斐性卵 
4% 1桑実期 似 
，/0 I卵 拘
十一
34% I仔虫包臼
/刈刀|期卵 / 
! 
59% I仔虫期 81%
1 
3% 1羽生卵 6% 
鈎虫卵の水中発育成績の対照としての PEF法に
よる鈎虫卵の発育試験成績:
前記の鈎虫卵水中発育試験と同時に，之と比較す
る目的を以って，ヅピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵に
就いて PEF法による発育試験を行った。
鈎虫卵の採集条件及び集卵方法は，前記の水中発
育試験を行った時と同様の方法を以って行った。そ
の PEF法の実験方法は，第E章，第2節に別記す
る。
実験成績は，表 3，表4に示す如く， 280Cの下に 
於ける PEF法により行ったザピニ鈎虫卵について
は，実験開始後 24時間のものでは仔虫包期卵は全
くなく，仔虫期に達したるものは 97.8%であった。
その仔虫は総て活発な運動を示した。
380Cの下で、行ったヅピニ鈎虫卵の試験成績は，実 
380C PEF法発育試験成績 
PEF i告発育 IPEF 法 I，PEF 法
試験前虫卵像 124時間成績 I48時間成績 
4細胞期卵 8.5%1桑実期 G ワ0'-:¥桑実期 に 00λ 
8細胞期卵 51.9%1卵 d・白川|卵 u・V"/O 
16細胞期卵 25.6%1仔虫包 1.1仔虫包Sl.Q AO乙
桑実期卵 10.6%1期卵 VV
M
.'-
ワ0
I/日|期卵 u一月
愛性卵 3例仔虫期 o.%[仔虫期 o% 
|安性卵 4州委性卵 4.5% 
験開始後 24時間では仔虫包期卵は認められず，仔
虫期に達したものは 98.6%であった。
次に実験開始後 96時間経過せる仔虫の状態を観
察するに，通常の状態に於いて運動を認めたものは 
3.5%，静止せるもの 14.4%，萎縮斐性せるもの 10.5 
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表 4. ヅピニ鈎虫卵 PEF法発育試験成績 
280C PEF法発育試験成績
町法発育試験前虫卵像IPEF法 24時間成績 
4細胞期卵 
8細胞期卵 
31.5% I
| 仔虫包期卵 
34.7% I o % 
16細胞期卵 
桑実期卵 
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[仔虫期
8.2% I 
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安性卵 o % j安性卵 21% 
380C PEF法発ヘ育試験成績
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一48一 %MWO
一仔
i運動仔虫0 I運動仔虫35.5% o %. 
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安性卵-竺だ l定性卵 1.3%1 萎縮仔虫 10.5% I萎縮仔虫 22.3% 
j .I----r~ ιーム町一両日、瓦-
ラ{y， 実験開始後引続き観察していて， PEF法の全視 て順次増強して，実験開始後 72時間では， 88隻の
野中より消失せるもの 39.4%を示した。 仔虫のうち 64隻，約 76%に軽度の萎縮{象が認めら
実験後 168時間では，運動せる仔虫は全くなく， れ，それらの仔虫は，運動が全く認められなかった。
静止せるもの 38.1%，萎縮愛性せるもの 22.3%，全 280Cの下で行ったもの L仔虫は，実験開始後 72
視野中より消失せるもの 39.4%で、あった。これらの 時間で仔虫期に達したものは 97.7%となり，叉それ
実験視野上よりの消失仔虫につし、ての意義は，考察 当:の総ての仔虫に活発な運動を認め，静止せる仔
に於いて触れる。 虫，叉萎縮変~jl生せる仔虫は全く認められなかった。
アメリカ鈎虫卵の 280Cの下に於ける PEF法に この事はヅピニ鈎虫卵が 380Cの下に於ても， その
より行った実験成績は，実験開始後 24時間では，桑 仔虫形成迄の虫卵の発育には左程影響を受けぬが，
実期卵 4%，仔虫包期卵 34%，仔虫期に達したるも 仔虫に於てはかなり強く影響を受け，環境条件とし
の59%，~性卵 3% を示し，実験開始後 48 時間で ての湿度が充分に保ーたれているにもか Lわらず発
は，仔虫期に遣したるものは 81%となった。この 育，生存を阻害されるもの L如くである。
仔虫の総てのものに活発な運動が認められた。斐性 次にアメリカ鈎虫卵の 280C，380Cの下に行った
卵は 6%で，この変イ主卵は穎粒安性せるものである。 水中発育試験成績を比較するに，その仔虫形成率は
第4節小按及び小括 280Cの下で行ったものに於ては非常に良好な発育
ヅピニ鈎虫卵の 280C，380Cの下で、行った水中発 成績を示し，実験開始後 24時間のものでは 71.8%
育試験成績を見るに，アメリカ鈎虫卵とことなり水 の仔虫形成率を示した。
中に於ける発育は非常に早く，実験開始後 24時間 380Cの下で行ったもの L実験開始後 24時間のも
で仔虫期に達したものが， 280Cの下で行ったもので .のに於ても，その仔虫形成率は 51.9%に止り，叉そ 
85.2%，380Cの下で行ったもので 92.5%となった。 の仔虫の運動も非常に弱し、ものであった。之に反し
この両者の仔虫の発育状態を観察するに， 280Cの下 て 280Cの下で行ったもの L仔虫は，実験開始後 72
で行った実験に於ける仔虫は総て活発な運動を示し 時間に於ても尚安性せる仔虫は全く認められず，叉
た。之に反して 380Cの下で、行った実験に於L、ては， ~性卵の増加も見られなかった。
その仔虫形成率が 280Cの下で行ったものより棺多 以上の成績より見るにアメリカ鈎虫卵は，ヅピニ
し、傾向があったにも胸わらず，仔虫の運動性弱く， 鈎虫卵に比較して， 380Cの下に於ける水中の発育は
この傾向は 380Cの下にある時聞が長くなるに従つ 多大の阻害を受けるもの L如く，その原因のーっと
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して 380Cなる温度が考えられる。 率に相当す、ることとなる。一方方波見(未発表〉の
次でヅピニ鈎虫卵とアメリカ鈎虫卵の 280C水中 成績によると，平均してその 79.7%は仔虫に騨化す
発育成績を比較するに，実験開始後 24時間では，ア るとしてしる。
メリカ鈎虫卵に比Lてヅピニ鈎虫卵は発育が早く， 380Cの下で行った実験に於いては，仔虫形成率
斐性卵も少い。この事は松崎(1929)が瓦培養法に は， 0%で大差を示した。
於し、てザピニ鈎虫卵は 280Cの下に於いては，第 1 実験開始後 48時間で、は，i280Cの下で、行ったもの
期の透明期に至る迄の時聞が平均 22時間であるの はや L仔虫形成が増加して 81%となった。 この値
に，アメリカ鈎虫卵に於いては， 22乃至 24時間で は~性卵を含んだ値であるので，~性卵を除去する
あって，私の水中発育実験の成績も，水中と瓦培養 と約 90%前後の仔虫形成率となる訳である。 この
とを同一に論ずる事は出来ないにしても，或る程度 事は， PEF法が卵の継続的観察に適している事の裏
うなづけるものである。 づけとなるものである。
併し実験開始後 48時間では，アメリカ鈎虫卵も 380Cの下で、行った実験に於いては，仔虫期に達し
仔虫期に達したものが 92.3%となり，ヅピニ鈎虫卵 たものは全く認められなかった。
の仔虫期に達した 96.6%に比して左程に差は認め この発育成績より見るに，アメリカ鈎虫卵は，
られなかった。 PEF法による発育試験に於ても温度差の影響が現
次でグピニ鈎虫卵とアメリカ鈎虫卵の 380Cの下 われ， 380Cの下に於ける発育は馨るしく阻害される
で、行った水中発育試験成績を比較すると，アメリカ もの L如くである。
鈎虫卵は仔虫形成率が悪く，実験開始後 24時間で 
5 1. 9% を示し，叉~性卵も実験開始前に比して多〈 第 11章嫌気鐘内に於ける試験管内
なり 29.4%と増加し，ヅピニ鈎虫卵の 3.3%に比し
水中の鈎虫卵発育試験
てその増加が認められ，且つその仔虫も実験開始後 第1節まえがき 
48時間で殆んど愛性に陥ってし、た。之れに反してヅ 従来腐敗メヂウム中に於し、て虫卵の正常に発育し
ピニ鈎虫卵は， 380Cの下でも仔虫形成率は良好で， 難い原因は種々あるが，そのメヂウムが種々の程度
叉その仔虫もアメリカ鈎虫の如く短時間で~性に陥 の酸素欠乏状態を呈している事も大きな原因と考え
る事・なく，実験開始後 72時間で尚 88隻の仔虫のう うるとしている。原(1950)その腐敗メヂウム中に
ち 24隻，約 27%のものに運動を認め，叉恋性卵も 於ける虫卵の発育を考ふるに，虫卵発育障碍の原因
アメリカ鈎虫卵に比較して少く，実験開始後 72時 がたど酸素の影響のみとは思われず，他に種々な化
問で 5.3%のみであった。 主主的，物理的な影響詩:極め吃複雑な発育障碍因子が 
PEF法によるザピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵の発 加はっているものと思われるが，私は水中に於ける
育試験成績: 鈎虫卵の発育に及ぼす因子のーっとして酸素の欠乏
ヅピニ鈎虫卵の 280Cの下で行ったもの L仔虫形 状態をとり上げ，上記の種々の発育障碍因子の比較
成率は， 表 4に示す如く実験開始後 24時間で 97.8 的少いと思われる水中に於て， 280C，380Cの下で発
%の仔虫形成率を示し，叉 380Cの下で行ったもの 育試験を行い，同時に酸素の鈎虫卵に及ぼす影響を 
L仔虫形成率も 98.6%と良好なる発育を示した。 観察する為に柳沢の黄燐燃焼法(1933)により高度
アメリカ鈎虫卵の 280 Cの下で行ったもの L仔虫 の無酸素環境を作り，この中で鈎虫卵の水中発育試
形成率は，表3に示す如く実験開始後 24時間で 59 験を行った。
%の仔虫形成率を得たが，この実験によって，アメ 発育試験に用いた、温度も鈎虫卵の発育に適温と云
リカ鈎虫卵に於ては排便直後の尿に含まれる総ての はれている 280 C(小宮 1956)と，叉人体腸内温度
卵は，そのま~，すべて発育して仔虫に達するので に近い 380Cの下に発育試験を行った。
はなくして，すでに腸内に於ける温度の影響並びに この実験に使用したる黄燐燃焼によって作った無
排便後の外界に於ける種々なる環境条件により影響 酸素環境は，他の種々な方法によって作り得る無酸
を受け，その中の 5---10%は全く発育する事なく愛 素状態よりも，更に高度なる無酸素状態を作り得
性に陥る事は，方波見(未発表〉の成績と一致して て，且つ後述する如く黄燐燃焼時に生ずる五酸化燐
いる。従って上記の 59% の仔虫形成率も，~性卵 虫卵に何等の影響を及ぼさず，叉この際使用せる水
を除いた成績に換算すると約 70%前後の仔虫形成 道水の pHにも影響を与えない事は，この実験に好
-478- 千葉医学会雑誌 第 34巻
都合な方法と思われる。‘ 高さ 40cmのものを用い，嫌気鐘内部の実験材料の
第 2節実験方法及び実験材料 位置，及び黄燐の燃焼方法は，次の如く行った。
実験材料: 虫卵含有液は直径が同→の小試験管に 10 ccずつ
アメリカ鈎虫卵，ヅピニ鈎虫卵に就いて夫々実験 分注しその虫卵含有数は，約  300個が  1試験管に
を行う関係上，鈎虫卵陽性者を飽和食塩水浮准法に 這入る様に調節し，各小試験管に綿栓を施した。
よって求め，併せて瓦培養法によって，水中に移行 嫌気鐘内の底部には原法の如く， 200 ccの水を入
せる感染期仔虫の形態を検鏡により鑑別しかくし れ，虫卵含有液を分注したる小試験管は大型コップ
て，アメリカ鈎虫及びヅピニ鈎虫の単独寄生者を求 様のガラス容器に入れ，その上に厚手のシャーレを
め，その者の尿を実験に供した。 かぶせ，そのとに砂を入れた金属製の容器を置く。
鈎虫卵採集法: 砂の上に燃焼皿を置き，一回の黄燐の燃焼量は 7g
鈎虫卵の集卵方法としては，長野(1954)による とした。
分離採集法，ワインシュタイン(1953)の飽和食塩 この実験に使用した水道水，及び嫌気鐘内黄燐燃
水浮説法等が既に試みられているが，それらの方法 焼後の虫卵含有液の pHに就いて、は，プローム，チ
によっては短時間内に多数の鈎虫卵を集卵採取する モール，ブルー比色法によって測定した。水道水，
事が困難である為，虫卵に及ぼす飽和食塩水の浸透 及び虫卵含有液の pHは，常に 7.2 ~7.4の間にあ
庄の影響，遠心沈殿時の機械的影響等に留意しつ り，黄燐:燃焼による虫卵合液の pHの愛動は認めら
つ，次の如き集卵方法を試みた。 れなかった。
既ち，実験に供したザピニ鈎虫，アメリカ鈎虫各 虫卵の観察方法は，同一虫卵の継続観察を行う為
単独寄生者からの糞便に就いては，便秘者に於いて に，方波見のポリエチレン，フィルムによる鈎虫卵
は，虫卵の発育過程に相異を来すおそれがあるか 継続観察法によった。
ら，毎日規則正しく排便する単独寄生者の早朝の全 使用に供したるポリエチレシ，フィルムは 0.015
尿を用いた。 一 mmの厚さのものを使用した。
第 1操作。全尿の稀釈: この観察方法は，対物ガラス上に虫卵含有液を少
前記の全尿に少量の硫苦を混じたる飽和食塩水 量滴下し，前記の PEF Cポリエチレシ，フィルムを
(比重 1230)，液温(150C~170C)を，尿と等量加え， PEFと略す。〉にて之を封じ，以後同一虫卵を観察
竹ベらで捜持し，泥状便とする。 する方法である。
次に，その泥状便の約 10倍量の飽和食塩水を加 実験に際しては嫌気鐘より取り出した小試験管内
えて再び捜持す。 、 の虫卵含有液を 1000回転で 5分間遠心沈澱し，沈
第 2操作。金網による泥状便のj慮過: 涯をよく混和し，毛細管ピペットで対物ガラス上に
前記の原液を網目の大きさ， 1/1O...1/S0吋の金網 滴下する。
で，網目の大きいものより順次濡過を行い，固形物 PEFで対物ガラス上に虫卵を封入するには，対
を除去する。 物ガラス中央部に円形，又は四角形の空白部分を残
第 3操作。三角コルベ Yによる虫卵の浮、活字: す様に，小麦粉より作りたる糊を薄く一様に塗布
容量  150 c... 200 ccの三角コルベンに，上記の固 し，中央の空白なる部位に前記の如く虫卵含有液を
形物を除去した尿液を入れ， 20分間静置して虫卵の 毛細管ピペットで滴下して， PEFを以って対物ガ
浮漉採集を行う。 ラス全体を小敏の出来ぬ様に蓋う。叉対物ガラス上
三角コルベンによる虫卵の浮准採集は大型のカノミ に滴下する虫卵含有液量は， PEFを対物ガラス上
ーグラスにより行う。浮活字採集は同一コルベンより に密着させるに都合よい量とする。 
2同行う。この採集液を水道水にて 2...3回水洗し， これ等の諸実験に供した 0.015mmの厚さの PEF
次に，この虫卵含有液を， 1000回転で 5分間遠心沈 は酸素の通過良好にして，水及び水蒸気は通過する
搬を行う。 ことなく，為に虫卵含有液は乾燥せず，叉光線透過
実験方法: 量もさして減ぜず，検鏡するにさし、して不便を感じ
無酸素状態は柳沢等による黄燐燃焼法によって現 ない。
出せしめた。 上記の如く， PEF法による虫卵の観察方法は同
無酸素状態現出に使用した嫌気鐘は，直径 15cm， 一虫卵を継続観察する事が可能で，虫卵はその発育
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に必要なる酸素が充分に存する為に，各種の発育試 24時間，並びに 48時間後に虫卵像を検鏡した。
童話に於ける虫卵の生死の判別のための蘇生試験方法 本実験の対照例は，何等の影響も受けていないヅ
としては比較的都合のよい方法と思われる。 ビニ鈎虫卵の PEF法による発育試験成績を以って
かくして本実験の蘇生試験には， PEF法を用い， した。
その方法は PEFにて蓋いたる対物ガラスをシャー 実験成績:
レ内の水分を充分に保有したガーゼ上に置き，シャ 表 5に示す成績は，ヅピニ鈎虫卵に就いて行った
ーレの蓋をなして水分が乾燥せぬ様にして， 280C恒 ものであるが，その PEF法による 24時間後の成
温器内に入れる。蘇生試験の判定は，実験開始後 24 績，及び 48時間後の成績を対照例に比較するに，
時間，並びに 48時間後の虫卵の発育状態によった。 寅:燐燃焼 1回，及び 5回のものに於ても斐性卵は，
次に PEF~.こて対物ガラス上に虫卵を封入する場 1.2%~2.6% で，対照例の斐性卵 3.4% vこ比して差
合に使用する糊が古いものであると， PEF下の視 はなく，その温熱の影響は認められなかった。
野中に糸状の徽が急速に多数発生し，極めて検鏡に
1， 
不便となる為，本実験に使用せる糊は毎回新しく作
った。
叉木実験に小麦粉糊を使用した理由は，イ也の揮発
性成分を含有せる接着剤，叉徴発生防止剤等の混入
14細胞期卵 23.8%レ仔虫¥
せる糊では，その化学的性分の虫卵に及ぼす影響を
1
~細胞期卵山~I\包期卵)1
6細胞期卵 21.
照 96.5% 196.5% 恐れた為で、ある。 5%1

PEF にて封入した虫卵数は，全視野内に 80~150
個が確実に這入る様に調節したの
虫卵の発育段階は，卵細胞の分裂状態により， 2 
細胞期卵， 4細胞期卵， 8細胞期卵， 16細胞期卵，
桑実期卵， ダノレマ期卵，仔虫包期卵，仔虫期，並び
に~性卵とした。
第 3節実験成績
第 1項嫌気鐘内に於ける黄燐燃焼時に生ずる温
熱，並び、に五酸化燐の水中鈎虫卵に及ぼ
す影響に就いて 
1. 温熱の影響
嫌気鐘内に於て黄燐を燃焼させ，無酸素環境を作
る場合に生ずる温熱が，鐘内の小試験管内水中の虫
卵の発育に影響を及ぼすヵ、否かを次の如き方法で発
育試験を行った。
実験材料，及び実験方法: 
本実験はヅピニ鈎虫卵を飽和食塩水浮准法で集卵
採取して用いた。この虫卵を数回水洗し， pH 7.2~ 
7.4の水道水約 10cc中に虫卵約300個這入る様に調
節し，同じ大きさの小試験管に 10ccずつ分注す。
之に綿栓を施し，嫌気I鐘内に入れ，前記せる如く鐘
内上部で黄燐で燃焼せしめる。寅燐燃焼後直ちに小
試験管を取り出し， 1000回転で 5分間遠心沈j肢を行
う。
かくして得た虫卵を毛細管ピペットで吸引し，前
記せる如く，対物ガラス上に滴下し， PEFにて封入
して直ちに虫卵像を検鏡し，l、後 280Cの下に置き，j，
成|桑実期卵 4.5%1仔虫期 l
績!愛性卵 2矧愛J四 3.4%I 3.4% 
壁lE|4細胞期卵 22叫仔虫¥ 
98.3% )1叫包期卵50細胞期卵F|8鐘回 7.0%川 
内の法16細胞期卵 21.2%1
誤認桑実期卵 5例仔虫期
能関空性卵 1例安問 I 1.2% I2.5% 
要5E14細胞期卵 21叫仔虫
議問FI8細胞期卵則%1¥包期卵
内の法16細胞期卵 20.0%1 97.3% 
寅も発|桑実期卵 4.0%1仔虫期"v;ul 1''7:f';tJ1 7r~ 7C育m燐 
!n/f'n I n，f."_t17~/1/'"1'1nI~燃り試 .1.Jt_ r.T焼ふ験(斐性卵n 2.6%1斐性卵 I 2.6% 1 2.6% 
2. 五酸化燐の影響
嫌気鐘内で，黄燐燃焼の際に発生する五酸化燐が
水中の鈎虫卵の発育に影響をおよぼすか否かを見る
為に次の実験を行った。
実験材料，及び実験方法: 
実験は，アメリカ鈎虫卵にて行い，集卵方法は前
実験と同様に行い，小試験管に pH 7.2~7.4 の虫卵
含有液を 10ccずつ分注し之に綿栓を施して嫌気
鐘内に入れ，前回と同様に黄燐を燃焼せしめた。
黄燐の燃焼量，燃焼回数は前回と同様に， 1間燃
焼のもの， 5回連続燃焼のものを実験した。尚黄燐
燃焼の間隔は 30分とした。
嫌気鐘内黄燐燃焼後ノト試験管を取り出 L，そのま
~ 280Cの下で 24時間，及び 48時間水中発育試験
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を行い，その発育状態を観察し，同時に対照例と比
較した。
対照例は，アメリカ鈎虫卵を 280Cの下で，水中
発育試験を行い，之に当てた。
実験成績:
実験成績は，表6に示す如く，水中発育試験 24時
開成績では，黄燐燃焼 1同のものも， 5回のものに
於ても，その仔虫包期，仔虫期に達するもの L差は
左程認められず， 94%以上の発育成績を示した。叉
愛性卵形成も表 6の如く，黄燐燃焼 1回のもの L水
中発育試験後 48時間で 7.5%， 5回のもので 5.1% 
を示し，対照例の 7.1%に比して大差は認められず，
五酸化燐の影響と思われる発育の愛化は殆んど認、め
られなかった。
表 6. 嫌気錨内黄燐燃焼時に発生する五酸化燐の影
響に関する試験成績(アメリカ鈎虫卵による〉
|水中発(水中発
水中発育試験前虫卵像育24時 i育48時 
1 1開成績 l開成績 
I~細胞期卵 2~.8%lf仔虫\1

照 11~細胞期卵 45ml包期卵)1

l 1 116細胞期卵 23.9矧ドノ| 9 予~ 92.8% 1 
成|桑実期卵 6例仔虫期 l
績 11性卵 31%[ ~jt1:Wß I! 4.6% [ 7.1% 
勝焼引 4細胞期卵 23.4%lf仔虫¥
i 
Jlo()An/1包期卵い47.9%1¥
214%! 
細胞期卵 
細胞期卵16
8
1
剖 
内謝錆同士
1気 
.4%90.4%I92/1l アメリカ鈎虫卵は，蘇生試験に於ける仔虫形成悪
萄 :仔虫期黄育|桑実期卵 4.0%↓燐も試1-'_~- /y，/0- /~， 
燃の験I~ 性卵 3.0%1 ~性卵 5.7% 7.5% 
i 
嫌焼のI~細胞期卵 21 叫仔虫、!
芸品制18細胞期卵 46叫包期卵)l97.0% !94.8% 
内発116細胞期卵 24.6M l 
買の育(桑実期卵 56%|仔虫期!
燐も試/"---'"'" /~ 
燃の験|斐性卵 2.2%安性卵 2.8% i5.1% 
第 2項 280C恒温器内に於ける嫌気培養
本実験の対照成績となるものは， 表 1，表 2に示
すヅピニ，アメリカ鈎虫卵の水中発育試験成積で、あ
る。即ち， 280Cの下で、行ったヅビニ，アメリカ鈎虫
卵の水中発育試験成積は，実験開始後 48時間で，ヅ 
ピニ，アメリカ鈎虫卵共に 92%以上の仔虫形成率
を認めた。
叉安性卵に於いても，ヅピニ鈎虫卵で実験開始後
48時間で1.1%，アメリカ鈎虫卵で 7.6%に止まつ
t.;-，:た。
次に嫌気培養畿の鈎虫卵蘇生時食成績の対照とな
るものは，表 3，表4に示す PEF法によるヅ、ピニ，
アメリカ鈎虫卵の発育試験成績である。即ち，ヅピ
ニ鈎虫卵では， 280C，380Cの下で行ったものは実験
開始後 24時間で，両者共に 97%以上の仔虫形成を
認めた。
アメリカ鈎虫卵では， 280Cの下で行った実験に於
いては，実験後 24時間で前述せる如<59%，48時
間で 81%の仔虫形成を示し， 380Cの下で、行ったも
のでは，実験開始後 24時間， 48時間のもの共に仔
虫形成は全く認められなかった。
280C嫌気鐘内に於ける水中発育試験:
1. 嫌気鐘内納入 24時間の鈎虫卵発育成積
表 8に示すヅピニ，アメリカ鈎虫卵の発育成績を
見るに，ヅピニ鈎虫卵は，アメリカ鈎虫卵に比して
発育が速かにして，仔虫包期卵に達したものが 97.3
%を示し，叉その総ての仔虫包期卵の卵殻内に於
て，活発な卵殻内仔虫の運動が認められた。
アメリカ鈎虫卵は，ヅビニ鈎虫卵に比して発育が
遅く，仔虫包期卵に達したものは 34%のみで，他は
殆んど桑実期卵であった。
叉仔虫包期卵に迄発育せるものに於ても，卵殻内
仔虫の運動を認めたものは無かった。
蘇生試験に於て，ヅピニ鈎虫卵は，蘇生試験 24時
間で 96% の仔虫形成を示し，~性卵は 4 予告のみで
あった。
く，蘇生試験 24時間で仔虫期に達したものは 31%， 
48時間では 38%となった。
叉~性卵の増加は，ヅピニ鈎虫卵より多く蘇生試
験 48時間で 9S告を示した。 
2. 嫌気鐘内納入 48時間の鈎虫卵発育成績
嫌気錨内に 48時間，小試験管を納入せるものに
於ては，ヅビニ鈎虫卵の仔虫包期卵に達したものは 
98.5%で，実験開始後 24時間のものに比して大差
は認められなかった。
この 98.5%の仔虫包期卵の卵殻内仔虫の運動は，
実験開始後 24時間のものに比して，卵殻内仔虫の
運動が，や~)¥j!gく感じられた。
同時に卵殻内の仔虫のあるものは，運動性がな
く，且つ軽度の頼粒斐性を呈したものを認めた。そ
の蘇生試験 24時間成績では， 70.9%の仔虫形成を
認め，仔虫包期卵は 23.1%であった。蘇生試験 48 
時間では，仔虫期に達したるものはや L増加し，
86.9%を示した。愛性卵も増加して 7.2%となった。
次でアメリカ鈎虫卵の発育試験成績は，前回の実
漉 
Nhw
表 8. 280C嫌気鐘内水中に於けるヅビニ鈎虫卵，ブメリカ鈎虫卵の発育試験成績
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卵 24%のもの  L約半数に卵殻内仔虫の微弱な運動
が認められた。
その蘇生試験 24時間では，桑実期に止るものは 4 
%，仔虫包期卵 87%で，この仔虫包期卵中のきには
明らかに卵殻内仔虫の運動が認められた。仔虫期に
達したものは全くなく，実験開始後 48時間のもの
に比して著明に減少を来した。斐性卵は 9%を示し
た。
蘇生試験 48時間では，桑実期卵は 3%，仔虫包期
卵は 54%で，この仔虫包期卵中には卵殻内仔虫の
運動が認められたものは全くなかった。仔虫期に達
したものは 8%のみで著明に減少し又斐性卵は 35
%に増加した。 
4. 嫌気鐘内納入 96時間の鈎虫卵発育成績
この時期に於けるヅピニ鈎虫卵の仔虫包期卵形成
率は，実験開始後 72時間のものふ仔虫包期卵形成
率と大差なく， 93.8%を示した。仔虫期 1%，~性
卵は 5.1%であった 0 ・
その蘇生試験 24 時間では，仔虫包期卵は 55.6~告
で，この仔虫包期卵には卵殻内仔虫の運動は認めら
れなかった。仔虫期に達したものは 14.4%， ~羽生卵
は著しく増加して 29.8%を示した。蘇生試験 48時
聞では仔虫包期卵は 30.9%，仔虫期のもの 16.4%，
~性卵は 52.5% となった。
次にアメリカ鈎虫卵の発育成績は，桑実期卵 73%
で，仔虫包期卵 23%，~羽生卵 4% を示した。尚この
時期の桑実期卵，並びに仔虫包期卵は極めて軽度な
頼粒~性を呈する虫卵が各卵期中の約告に認められ
た。その蘇生試験 24 時間に於ては桑実期卵 36~る，
仔虫包期卵 84%，仔虫期のもの 3%，~性卵は 13%
を示した。蘇生試験 48時間に於ては，桑実期卵 34
%で，仔虫包期卵は 23%でかなり減少を来たし
た。仔虫期に達したものは 4%でp 蘇生試験 24時
間に於ける仔虫期の 3%に比し  1%のみで，虫卵
の発育の進行は極めて、減弱せるもの L如く観察され
た。愛性卵は 39%を示した。この斐性卵の増加は
桑実期卵，及び仔虫包期卵の~性像が，蘇生試験 24
時間では判然と Lなかったものが， 48時間目に斐性
像が増強し斐性卵に加はったと思われる。尚この時
期に於ける桑実期卵，及び仔虫包期卵のものに頼粒
斐性像の現われたものは，その~性過程にある故
か，直ちに斐性卵と断定し得なかったが，蘇生試験
に於て仔虫期に達したもの L増加の認められなかっ 
た事から，他の卵期の虫卵は総て安性卵としてとり
あつかう事が妥当と考えられるが，この場合は完全
に斐性せる虫卵と区別が可能な状態の虫卵は一応桑
実期卵，叉は仔虫包期卵として記載した。
5. 嫌気鐘内納入 120時間の鈎虫卵発育成績
この時期のヅピニ鈎虫卵の仔虫包期卵は 83.3%を
示し，その卵殻内仔虫の運動は全く認められず，且
つ軽度の卵殻内仔虫の萎縮像の認められたものが全
体のきに認められた。
尚この時期の仔虫包期卵の総てに軽度の頼粒愛性
像が認められた。仔虫期のものは 1%で，この仔虫
は萎縮斐性せるものであった斐性卵は 5.4%を示し
た。
蘇生試験 24時間では， 仔虫包期卵は 39.2%にな
り，著しい減少が認められ，叉この時期の仔虫包期
卵の発育の進行は全く認められなかった。仔虫形成
率は 1% のみで増加する事なく，~性卵は 59.5% に
増加を来たした。
蘇生試験 48時間に於ては，愛性卵と区別の出来
る仔虫包期卵は 14%のみで，仔虫期のもの L増加
は認められず，~性卵は著しく増加を来たし 84.5%
を示した。
次で，アメリカ鈎虫卵の発育成績は，表 8に示す
如く，桑実期卵 79%，仔虫包期卵 18%，安性卵 3%
な示し，桑実期卵中に頼粒~性移行型のものが多く
認められた。
蘇生試験 24時間，及び蘇生試験 48時間後の仔虫
形成率は共に 3%で，その増加は全て認められなか
った。蘇生試験 48時間では，桑実期卵 36%，仔虫
包期卵 19%，~羽生卵 42% で，その ~jJ生卵の増加が著
しく，虫卵の発育の進行は全く観察されなかった。 
6. 嫌気鐘内納入 168時間の鈎虫卵発育成積
この時期のヅピニ鈎虫卵は，仔虫包期卵 32.3%，
仔虫期に達したものはなく，仔虫包期卵に迄発育す
るが，その卵殻内仔虫の頼粒~性像の増強が著しく
なり，~性卵として観察されたものが増加し 67.6%
となった。
蘇生試験 24時間では，仔虫包期卵として観察さ
れたものが 7.3%で，叉仔虫期のものはなく， 92.6%
の虫卵が~性に陥った。
蘇生試験 48時間では 95.5%の虫卵が斐性した。
この斐性卵{象は頼粒Z羽生の著しいものであるが，卵
殻の崩壊せるものは認められなかった。
次にアメリカ鈎虫卵の発育成績は，実験開始後
120時間のものに比較して，桑実期卵，仔虫包期卵
の頼粒斐性像の増強を認めたのみで、あった。
蘇生試験 24時間，及び 48時間成績に於ても，実
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験開始後 120時間のもの L蘇生試験の成績と大差な J)J~の震性卵形成率に比較して著しく少なかった。
く，仔虫期に達したものは 2%のみで，蘇生試験 48 次にヅピニ鈎虫卵の蘇生試験 24時間成績は，ア
時間に於ても虫卵の発育の進行は全く認められず， メリカ鈎虫卵の蘇生試験に比較して発育良好で，
蘇生試験 24時間に於て認められた 2%の仔虫には 95.9%の虫卵が仔虫包期卵に迄発育が進行した。併
全く運動が認められなかった。 しながら蘇生試験 48時間成績に於ても，仔虫期に 
7. 嫌気錆内納入 216時間の鈎虫卵発育成績 達したものはなく，且つこの仔虫包期卵には，軽度
この時期のヅピニ鈎虫卵は，その 83.5%が完全に なる頼粒愛性が認められた。叉震性卵も蘇生試験
頼粒Z羽生像を皇し仔虫色期卵は 16.4%であった 48時間に於ては急速に増加を来たして 27.5%を示
が，この仔虫包期卵にはかなり強い頼粒斐性像が認 し花。
められた。且つ蘇生試験に於ける震性卵の増加は薯 次にアメリカ鈎虫卵の発育成績は， •380Cの下に嫌
しく，蘇生試験 24 時間で 95.2~る， 48時間で 96.4% 気鐘内に於て 24時開発育せしめた実験に於ては，
となり大半の虫卵が愛性に陥った。 桑実期卵 2.5%，ダ、ノLマ期卵 70%であった。 l次に仔
次にアメリカ鈎虫卵の発育成績では，桑実期卵 71 虫包期卵に迄発育の進行したるものは 5.8%のみ
%，仔虫包期卵 20%を示したが， ~lJ生移行の程度が で，ヅピニ鈎虫卵に比較して著しく少なかった。叉
急速に増強したの併しながら蘇生試験 24時間で， 1 ~性卵は， 21.3%を示し， 280Cの下で実験したアメ
%の仔虫形成率が認められたが，蘇生試験に於ける リカ鈎虫卵の嫌気鐘内に 24時間発育せしめたもの
桑実期卵，及び仔虫包期卵の頼粒斐性像の増強は著 L斐性卵に比較して著しく増加した。
しくなり，殆んど全卵が~性せる如く観察された。 次に蘇生試験 24時間では，仔虫包期卵がや L増 
8. 嫌気鐘内納入 312時間の鈎虫卵発育成績 加し， 10.4%になったが，仔虫期に迄発育したもの
この時期のヅビニ鈎虫卵は， 96%の虫卵が完全に は認められなかった。且つ震性卵は著しく増加して
震性卵となり，叉蘇生試験に於でも虫卵の発育の進 69.5%を示した。
行は全くなく，蘇生試験 24時間で全虫卵がZ羽生し 蘇生試験 48時間のものに於ても，虫卵の発育の
た。 進行は全く認められず，~性卵の増加のみが著しく
アメリカ鈎虫卵に於ても桑実期卵，仔虫包期卵の 84.3% vこ達した。
頼粒斐性像が増強し，その蘇生試験に於ても虫卵の 2. 嫌気鐙内納入 48時間の鈎虫卵発育成績
発育は認められず，仔虫期に達したのも全くなく， この時期に於けるヅピニ鈎虫卵の発育成績は，表
蘇生試験前に於て全卵が斐性に陥った如観察され 9に示す如く，〆ノLマ期卵 37.3%，仔虫包期卵 46.9
た。 札 、 %で，仔虫期迄発育したものはなく，~性卵は 15.6
第 3項 380C恒温器内に於ける嫌気培養 %に増加した。且つこの時期のダノレマ期卵，及び仔
本実験の対照成績となるものは，表 1，表 2に示 虫包期卵には軽度の頼粒愛性が明らかに認められ，
すヅピニ，アメリカ鈎虫卵の水中発育試験成績で， 叉仔虫包期卵の卵殻内仔虫の運動も全く認められ
叉 380C嫌気培養後の鈎虫卵蘇生試験成績の対照と ず， 280Cの下で実験したヅピニ鈎虫卵の発育試験成
なるものは，表 3，表  4に示す PEF法による、ゾピ 績に比較して薯しい差が現われた。
ニ，アメリカ鈎虫卵の発育試験成績である。 次にアメリカ鈎虫卵を， 380C嫌気鐘内の水中に於
上記の対照成績は，第E章，第 2節及び第E章， て発育せしめた実験に於いては，桑実期卵 3.3%，ダ
第 3節，第 2項に別記す。 ノLマ期卵 67.5%，仔虫包期卵 5%で，嫌気鐘内納入 
380C嫌気鐘内に於ける水中発育試験: 24時間のものに比較して虫卵の発育の進行は認め
1.嫌気錆内納入 24時間の鈎虫卵発育成績 られず，ダルマ期卵，仔虫包期卵の頼粒愛性像が増
表 9に示す、ゾピニ鈎虫卵の発育成績を見るに， 380 強し，~性卵は 24.1% に達した。 
C の下に嫌気鐘内に於て 24時開発育せしめた実験 その蘇生試験 24時間に於ては，〆ルマ期卵，及
に於ては，実験開始より 24時間後の鈎虫卵の発育 び仔虫包期卵の頼粒安性像が増強し，~性卵は 80%
像は，桑実期卵 2%，ダ、ノLマ期卵 40.8%，仔虫包期 に達した。蘇生試験 48時間に於ては 97.5%の虫卵
卵はアメリカ鈎虫卵に比較して多く 55.1%であっ が要性に陥った。
た。その仔虫包期卵の卵殻内仔虫の運動は全く認め 3. 嫌気鐘内納入 72時間の鈎虫発育成績
られなかった。斐性卵は 1%のみで，アメリカ鈎虫 この時期のずピニ鈎虫卵の発育成績は， ダノレマ期
表 9. 380C嫌気錨内水中に於けるヅピニ鈎虫卵， アメリカ鈎虫卵の発育試験成績
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った嫌気鐘内に於ける鈎虫卵の，水中発育試験によ 卵 63%，仔虫包期卵 34%，仔虫期に迄発育したもの
り生じた恋虫卵め斐性像は総て頼粒斐性像であつ は全くなく， ~羽生卵は 3% を示した。叉嫌気鐘内納
て，嫌気鐘内納入 120時間の鈎虫卵の安性卵の中に 入時間の 24時以上のものに於ても鈎虫卵の発育の
於ても，卵殻の崩壊せるもの，叉卵殻の萎縮せるも 進行は認められず， ~羽生卵の増加のみが認められた。
の，叉は卵殻内細胞の透明化せるもの等は全く認め その蘇生試験に於て， 20%以上の仔虫形成率が認
られなかった。 められたものは嫌気錨内納入 48時間迄の鈎虫卵の
第 4節小按及び小括 みで，納入時間の 48時間以上のものに於ては，極
1. 嫌気鐘内に於ける黄燐燃焼時に発する温度の めて少数の仔虫期に達したものを認めたのみで、あっ
嫌気鐘内の水中鈎虫卵に及ぼす影響に関する た。
試験: 以上の如く，水中に於ける鈎虫卵の発育には酸素
試験成績は，表 5に示す如く， PEF法fこよる発育 の欠乏が多大の影響を与えるもの L如くであるが，
試験であって，極めて良好な虫卵の発育が認めら 今井田(1956)によれば，水道水>60ccの中に犬鈎
れ，嫌気錯内に於ける黄燐燃焼回数の 1聞の場合 虫卵を含む大使 10gを投入して，酸素を通気する事
も，叉 5回の場合に於ても，鈎虫卵の発育は，その によって，仔虫の遊出が可能であるとしているのこ
対照成績と比較して全く発育の差異は認められなか の事は，鈎虫卵の水中発育に酸素が不可欠のもので
った。 、 ある事を証明するものとして興味深い。
柳沢等の研究により明らかの如<，黄燐燃焼時に 4. 380C嫌気鐘内に於ける鈎虫卵の水中発育試
発生する温度の影響は，この場合考えなくてもよい。 験成績:
2. 嫌気鐘内に於ける黄燐燃焼時に発する五酸化 この実験に於ける、ゾピニ鈎虫卵の発育成績は，表 
燐の，嫌気鐘内の水中鈎虫卵に及ぼす影響に 9に示す如く，嫌気錯内納入 24時間に於ては，桑実
関する試験: 期卵 2%，夕、、ノレマ期卵 40.8%，仔虫包期卵 55.1%，仔
試験成績は表6に示す如く，鈎虫卵の水中発育試 虫期に達したもの 1%，~性卵は 1% のみであった
験であって，嫌気鎧内に於ける黄燐燃焼回数の 1回 が，蘇生試験に於ける仔虫形成率は増加する事な
の場合も，叉 5回の場合に於ても，試験管内の水中 <，愛性卵の増加のみが認められた。
鈎虫卵の発育は良好で，その対照成績に比較して発 叉嫌気鐘内に 24時間以上納入したもの L発育成
育の差異は全く認められなかった。 績に於ても，仔虫形成率の増加はなく，たど安性卵 
3. 280C嫌気鐘内に於ける鈎虫卵の水中発育試 の著しし、増加のみが認められた。
!験成績: 次にアメリカ鈎虫卵 380 Cの嫌気鐘内に納入せる
この実験に於けるグピニ鈎虫卵の発育成績は，表 もの L発育成績は，表9に示す如く，嫌気鐘内納入 
8に示す如く，嫌気鐘内納入 24時間で， 97.3%の虫 24時間のもので，仔虫包期卵に達したものは，ゲピ
卵が仔虫包期卵に達し，その蘇生試験 24時間成績 ニ鈎虫卵の嫌気鐘内納入 24時間のものに比較して
で， 96%の虫卵が仔虫期に達した。叉安性卵の形成 少<， 5.8%のみで，嫌気鐘内納入 24時間以上のも
率は極めて少く， 4%であった。 のに於ても仔虫包期卵の増加はなく，~性卵の増加
ヅピニ鈎虫卵に於ける表8に示した発育成績の中 のみが著しかった。この傾向は嫌気錆内納ス時間のl
で，嫌気鐘内試験管内水中で仔虫期に迄達したもの 長くなるにつれ一層強くなった。その2羽生卵の増加
は，嫌気鐘内納入 72時間のもので1.2%，嫌気鎧内 の速度は， 280Cの下に行った嫌気鐘内に於けるアメ
納入 96時間で 1%，嫌気鐘内納入 120時間で 1%の りカ鈎虫卵の発育試験の際の斐性卵の増加より，
みで，他には全く仔虫期に達したものは認められな 層速いもので、あった。
かった。且つ嫌気鐘内納入時間の長くなるにしたが
第 IV章稀釈便液中に於ける
い，~性卵が増加し，同時に蘇生試験に於ける仔虫
鈎虫卵の発育試験
形成率の被少が著しくなり，表8に示す如く，嫌気
鐘内納入 96時間以後の虫卵の蘇生試験に於ては， 第 1節まえがき
全く仔虫期ι達したものは認められなかった。 第E章に於いて鈎虫卵は適温の下では，水中でも
次でアメリカ鈎虫卵の 280C嫌気鐘内に納入せる 順調に発育して，仔虫に迄達する事は既に述べた通
もの L発育成績は，嫌気鐘内納入 24時間で，桑実期 りであるが，木邦農村に於ける施肥状況を見るに，
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近時は水田への施肥としては主に金肥を使用して， をかく如く遠心沈澱を行い，かくして得たる鈎虫卵
概ね人の尿尿を使用する事は少くなった。併し処に を多数に含むところの泥状の沈澄を，便原液とし実
よっては，依然として或る程度の人の尿尿を水田に 験に供した。
水を引く前に使用する処があり，その様な場合は， 実験方法:
尿尿の量が既述の如く必ずしも少くはなし、。従って 本実験に於ては，前記せる如くにして得た便原液
人糞中に含まれている鈎虫卵が，尿尿の水に対する を， pH 7.2":'"-'7.4の水道水にて稀釈した。その稀釈
割合いが小さい場合は，第E章に於ける鈎虫卵の水 倍率は，便原液 1に対して，水道水 1，3，5及び 10
中に於ける発育成績から見ても，甚だしし、稀釈便液 の各稀釈倍率とした。
中に於ては，鈎虫卵の発育を見る場合があり得るも 1試験管内の便原液量は 2ccとした。
のと思われる。 尚之に使用したる試験管は，長さ約 20cm，試験
即ち水田からの鈎虫感染の可能性の有無は，従来 管内容量は約40ccのものである。
畑のみに重点が置かれていた鈎虫の感染の場に水田 実験を行った温度は， 250C，280C，及び 380Cの下
をも考層、して，その予防対策上或る程度の意味を持 に実験を行い，稀釈便液中の虫卵発育状況の観察間
つ場合もあり得る訳であるから，水田からの感染の 隔は 24時間とした。
有無、並び子こ水田中に於ける鈎仔虫の生存状況等を調 観察後の鈎虫卵の蘇生試験は， PEF法により行
査に侯つ前に，尿尿の各稀釈段階に於ける鈎虫卵の い， PEFにより対物ガラス上に鈎虫卵を封した後，
生存状況を再び行う必要が生じてくる。 之を 280C恒温器内に 24時間，及び 48時開放置し，
松崎(1948)は便査中の鈎虫卵の生存試験を行い， 2回に亘って虫卵像を観察Lた。
鈎虫卵は抵抗極めて弱く冬季，夏季何れに於ても短 試験管に於ける稀釈便液中の鈎虫卵の観察方法，
日で死滅し，叉人尿は鈎虫卵に強く作用し，夏期な 並びに観察後の鈎虫卵の蘇生試験方法。
らば数日にして死滅せしめる力があるとしてし、る。 稀釈便液中に於ける発育試験後の鈎虫卵の検査
然るに近時，阻・鈎虫卵の殺滅試験を行う場合， は，まず試験管内の上澄液と，試験管底に沈下した
新鮮な人尿に水道水を加えて虫卵を含む稀釈液を作 、沈澄とを分けて行った。
り，これらに諸種化浮薬品を投入して，姻・鈎虫卵 上澄液については，之をピペットにて静かに吸引
の殺滅試験を行ってし、るのを見る。久津見・大手 除去し充分に遠心沈殿を行って，仔虫の有無を検 
(1955)小林・安田・斎藤(1955)，従って私は，新 鏡した。
鮮な人尿の中に於ける鈎虫卵の発育を確かめる為に 沈濯については，之に少量の硫苦を加えた比重
実験を行ったので、ここに報告する。 1230，液温 150C-..-170Cの飽和食塩水でよく混和躍
第2節実験方法並びに実験材料 持して，短試験管に移し，約 20分間静置して虫卵を
鈎虫卵の稀釈便液中に於ける発育試験に供した実 浮潜させ，その浮、准虫卵を， 28mm x 28mmのカ
験材料は，アメリカ鈎虫卵に就いて発育試験を行う パ{グラスにて採集し，之を水道水にでよく水洗
関係上，鈎虫卵陽性者を飽和食塩水浮、滋法によって し 1000回転で 5分間遠心沈慨を行い，爽雑物の少
求め，併せて瓦培養法にて培養を行い，水中に移行 虫卵群を採取した。
せる感染期仔虫の形態を検鏡により鑑別し，アメリ 上記の如く行って採取じた虫卵群を毛細管ピペッ
カ鈎虫卵の単独寄生者を求め，その寄生者中より濃 トで吸引し，之を対物カヲス上に滴下して，厚さ
厚に感染せる者をえらび，この濃厚感染者の便戒， 0.015mmの PEFで，第E章，第 2節に前記した如
下痢症状の認められない時期の早朝時の全便を用い くに封入して直ちに之の虫卵像を検鏡した。尚この
た。 虫卵を封入した対物ガラスは，前記せる如くに，~
排便直後の全便に，使量の約 10倍量の水道水を ャーレ内に，水分を充分に保有せしめたガーゼ上に
加え，之を竹ベらで混和捷持して泥状のものとす 静置しシャーレの蓋をなして， 280C恒温の下で 24
る。次に之の稀釈便を， Tt~占吋の網目の金網に 時間，及び 48時開放置して後検鏡を行い，虫卵像を
て，網目の大きいものより引続き 3回穏便し，便中 検 L，之を蘇生試験とした。
の爽雑物を完全に除去す。次に稀釈j慮液を大型試験 第3節実験成績
管に分注し， 1000回転にて約5分間にわたり遠心沈 予備試験成績:
澱を行い，泥状の沈盛物を採取する。全便の稀釈液 便原液 1に対し，水道水 1，3，5，10の割で稀釈を
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表 7. 稀釈便液中 24時間培養後の 即ち， 250Cの下に実験せるものと， 280Cの下に
アメりカ鈎虫卵の発育成績 実験せるものでは，わずかに 250Cの下で行ったも
!便原 !便原 [便原--1便原0 
25C培養ト:水 1液 1:水 31液 1:水 51液1:水 10 のが虫卵の発育が良好で， 250Cの下で行ったものに
は4細胞期卵は全く認められなかった。 
380Cの下で実験せるものに於ては，表 7に示す如
く， 4細胞期卵がかなり認められ，叉桑実期卵も， 
250C，280Cの下に実験せるものに比較してや L少な
かった。
即ち，便原液の稀釈差による虫卵の発育差は，表 
7に示す如く著明に認められなかったので，継続観
4細胞期 。% 
8細胞期 
o% 0% o% 
2.9% 15.3%2% 7% 
16細胞期 32.3% 34% 26.9% 29% 
61.7%桑実期 62% 57..6% 61% 
2.9% 。%仔虫包期 。%
仔虫期 
o% 
。% 。% 
ze性卵 
o% o% 
。%o% 2% 3% 
••i E ム E hd
4細胞期 
8細胞期 
16細胞期
桑実期
仔虫包期
仔虫期
戸噌
ム
唱唱 察を行ったもの L稀釈倍率は，便原液に対し，水道280C培養!
噌 q o  
1:103 4
3% 
15% 
30% 
50% 
0% 
。% 
2% 
2% 
18% 
34% 
44% 
0% 
0% 
2% 
3% 
16% 
31% 
47% 
。%
0% 
3% 
7% 
17% 
27% 
45% 
。%
。% 
4% 
水 5の割合のものに就いて実験した。この場合の試
験管内の液量は， 12ccとなり， 40cc量の試験管で
は，液面の高さは，試験管底より約 6cmであった。
稀釈便液中に於けるアメリカ鈎虫卵の発育
試験成績，及び蘇生試験成績:
本試験に於ける 250C，280Cの下に行った実験に
於ける 24時間ごとの虫卵の発育状況の愛化は，表 
10に示す如く， 250C，280Cの下に行ったもの共に
わずかの斐性卵の増加を認めたのみで，その成績
は，実験開始後 192時間経過したものわ 250Cの下
で行ったもので，Ze性卵は 8%，280Cの下で行った
もので 9%の斐性卵が認められた。之に比較して， 
380Cの下で発育試験を行ったものに於ては，震性卵
の形成率が多く，実験開始後 96時間で 9%，実験開
始後 192時間で 21%の愛性卵が認められた。
叉桑実期卵の形成率を，各試験温度別に比較する
愛性卵 
F h u- -司aAi 1:10380C培養| 
tE i 
4細胞期 4% 5% 11% 8% 
円 。
8細胞期 15% 15% 18% 12% 
唱 
16細胞期 26% 31% 30% 24% 
52% 46%桑実期 39% 47% 
可 
。% 。% 。%仔虫包期 0% 
ム
。% 。%仔虫期 0% 0% 
2%ze性卵 3% 3% 4% 
行った稀釈便液中に於ける鈎虫卵の発育状況を観察 に， 250C，280C，380Cの下に行ったもの共に， 60% 
する為に，各々の稀釈倍率のものを， 250C，280C， 以上に達したものは全く認められなかった。 
380Cの下で， 24時間の発育試験を行った。 次で， 250C，280C，38 0C の下に行ったもの~，蘇
その成績は，表 7に示す如く，一定の温度，即ち 生試験に於ける仔虫形成率より，その発育状況を観 
250C，280C，380C の各温度の下で行ったもの~，各 察するに，実験開始後 48時間のもの L蘇生試験 24
稀釈倍率の差に基く虫卵の発育状況を観察するに， 時間に於ける仔虫形成率は， 250Cの下に行ったもの
桑実期卵形成の比率から見て，各々の聞には大差は で、はの下に行ったものでは 78%，280Cの下に行つ
認められなかったの即ち， 250Cの下で行った 1:1 たものでは 81%，380Cの下に実験したものでは 12
のもの L桑実期卵は 61.7%，1:3のもの L桑実期は %であった。 
62%，1:5のものは 57.6%，1:10のものは 61%で 実験開始後 72時間のもの九蘇生試験 24時間に
あった。 於ける仔虫形成率は， 250Cの下に行ったもので 14 
280Cの下で、行った 1:1のもの L桑実期卵は 50 %， 280Cの下に行ったもので 2%，380Cの下で行つ
%， 1:3のものは 44%，1:5のものは 47%，1:10の たものに於ては仔虫期に達したものは全く認められ 
ものは 45%を示し，叉 380Cの下で、行った 1:1のも なかった。
のは 52%，1:3のものは 46%，1:5のものは 39%， 実験開始後 96時間のものに於ては，その蘇生試 
1:10のものは 47%を示し，著しい発育の差異は認 験 24時間の発育成績で， 250C，280C，380Cの各温
められなかった。併しながら，実験温度差による虫 度の下に実験したもの共に，仔虫期に達したものは
卵の発育差は明らかに認められた。 認められず，その蘇生試験 48時間に於ても， 250C 
i表 10. 稀釈便液中に於けるアメリカ鈎虫卵の発育試験成績。各時間ごとに各卵期に達した%
1l
お ∞  
士音 嫌納気入時錆間内 24 48 72 96 120 144 168 192 
養 
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% 
1.0% 2.0% 3.%0 4.0% 4.0% 4.0% 2.0%。 
250 0 8細胞期卵 4.0 6.0 11.0 6.0 4.0 9.0 7.0 8.0 
発 16細胞期卵 33.0 32.0 32.0 31.0 38.0 3.0 20.0 28.0 
z同島之 桑実期卵 60.0 59.0 53.0 58.0 50.0 52.0 59.0 54.0 
試 仔虫包期卵 。14.0 2.0 。17.0 1.3 。81.0 4.0 。89.0 14.0 。88.0 14.0 。86.9 13.6 。82.1 16.0 G 80.2 18.3 
験 仔虫期 。81.0 89.0 。78.0 86.8 。14.0 88.0 。。72.0 。。73.0 。。 72.7 。。65.3 。。59.1 
~性卵 3.0 5.0 9.0 2.0 5.0 11.8 2.0 5.0 12.0 2.0 11.0 14.0 4.0 12.0 13.0 5.0 13.0 13.6 10.0 17.8 18.3 8.0 19.71 22.5 
4細胞期卵 1.0 
% 2.%0 4.0 
% 
4.0 
% 4.%0 2.%0 3.0 
% 
2.0 
94 
280C 8細胞期卵 11.0 7.0 9.0 7.0 6.0 8.0 7.0 6.0 
発 16細胞期卵 30.0 35.0 31.0 29.0 32.0 33.0 29.0 34.0 
=同向 桑実期卵 55.0 53.0 52.0 57.0 52.0 51.0 52.0 49.0 
試 仔虫包期卵 。16.0 3.0 。15.0 3.0 。89.0 15.5 。87.0 23.0 。78.0 21.1 。73.5 20.4 。82.7 26.8 。88.0 17.1 
験 仔虫期 。80.0 89.0。81.0 88.0 。2.0 67.0 。。 67.0 。8.0 61.5 。14.4 61.2 。3.1 55.5 。。62.6 
~性卵 3.0 4.0 8.0 3.0 4.0 9.0 4.0 9.0 17.5 3.0 13.0 20.0 6.0 14.0 17.3 6.0 11.7 18.3 9.0 14.1 17.5 9.0 11.8 20.2 
4細胞期卵 4.%0 4.0 
% 3.%0 3.%0 6rl 4.0 
% 
4.0 
% 
4.0 
% 
380 C 8細胞期卵 19.0 10.0 7.0 9.0 6.0 6.0 8.0 4.0 
発 16細胞期卵 33.0 30.0 29.0 29.0 28.0 22.0 24.0 28.0 
=同同 桑実期卵 39.0 51.0 54.0 50.0 46.0 44.0 41.0 43.0 
試 仔虫包期卵 。49.0 19.0 。74.0 46.5 。58.0 20.3 。35.4 13.6 。36.0 I15.6 。20.8 8.6 。22.4 9.2 。31.6 16.1 
験 仔虫期 。40.0 63.0 。12.0 32.7 。。 27.7 。。 16.6 。。12.6 。。 10.3 。。11.1 。。12.9 
~性卵 5.0 11.0 18.0 5.0 14.0 20.6 7.0 42.0 51.8 9.9 64.5 69.7 14.0 63.9 66.6 24.0 79.1 81.0 23.0 77.5 79.5 20.1 68.2 70.9 
日叩淵岡山判ゆ謀関
締官鵡
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の下に行ったもので 72%， 280Cの下に行ったもの
で 67%，380 Cの下で、行ったもので 16.6%となり，
蘇生試験 24時間値と比較して夫々に於いてかなり
虫卵の発育が阻害，乃至遅延されている事が認めら
れた。この仔虫形成率の減少の傾向は， 380Cの下に
実験を行ったものに著しく，実験開始後 120時間の
もの L蘇生試験 48時間で， 250Cの下に行ったもの

仔虫形成率は 73%，280Cの下時行ったもので 61.5

%， 380Cの下に行ったものに於ては 17.6%となり，

実験開始後 192時間では，さらに仔虫形成率が減少

して， 250 Cの下に行ったもので 59.1%，280 Cの下

に行ったもので 62.6%，380Cの下に行ったものでは

12.9%を示した。
次に， 240C，280C，380Cの下に実験を行ったもの
，その蘇生試験に於て発生した羽生卵数，及び~). 
性卵像を観察するに， 250C，280Cの下に実験せるも
のL蘇生試験の 24時間成績，及び 48時間成績に於
ける斐性卵形成率には大差な<，表 10に示す如く，
実験開始後 192時間のもの L蘇生試験 48時間で，
発生した安性卵形成率は， 250Cの下に行ったもので
22.5%，280 Cの下に行ったもので 20.2%を示し，ほ
Y等しい比率であった。 380 Cの下に行ったものは
これに比して多く， 70.9%に達した。
次に~性像を観察するに，実験温度の 250C， 280C 
の下に行ったものわ実験開始後 72時間迄に認め
られた菱性像は， ~羽生度の弱し、褐色を呈した頼粒~
性像であった。之に反し 380 Cの下に行ったものに
生じた安性卵は， 25cC，280Cの下で、行ったものに生
じた愛性卵より，や L震性度の高いものであって，
その差異は明らかに判別された。
その 380Cの下に実験を行ったもの)..，実験開始
後 72時間に於て認められた斐性卵は，桑実期で愛
性せる暗福色の頼粒斐性卵であった。実験開始後
96時間培養の， 250C，280Cの下に行ったものに認め
られた愛性像は，かなり頼粒斐性の進行せるもので
あった。叉この時期の， 380C の下に行ったもの)..~
性像は，暗褐色を呈した中等度の安性像であった
が，~性卵の萎縮，叉は崩壊等の~性像は全く認め
られなかった。
実験開始後 120時間以後に於ては， 250C，280Cの
下に行ったものに生じた斐性卵中に於ても，軽度の
萎縮せる~性像が認められ， 380C の下に実験したも
によって確めたが，上澄液中には全〈仔虫を認めな
かった。
第 4節小按及び小括
アメリカ鈎虫卵を使用し実験温度 250Cの下で
行った稀釈便液中に於ける鈎虫卵の発育試験成績
は，表 10に示す如く，稀釈便液中に於ける虫卵の発
育進行は著しく停滞し，仔虫期に遣したものは全く
認められず，わずかに斐性卵の増加が認められたの
みで、あった。
各々の発育試験時間ごとの蘇生試験成績では，突

験開始後 48時間迄のものに於ては良好な発育が認

められたが，実験開始後 72時間以後のもの L蘇生
 
試験ではかなり仔虫形成率が、減少し，実験開始後 96

時間以後には，蘇生試験 24時間で仔虫形成は認め

られなかった。
蘇生試験 48時間の仔虫形成も，実験時間の長び
くにつれて減少し実験開始後 192時間のものに於
ては 59.1%となった。
実験温度 280Cのアに行ったものは， 250Cの下に
行ったもの L発育成績に比較して大差は認められ 
ず，叉その蘇生試験に於ける試験成績もほど同様の 
発育を示したが， 250 Cの下に行ったものが，や L発
育良好で，仔虫形成率も多く認められた。
実験温度 380Cの下に行ったものでは， その笈牲
卵形成率がかなり多く，且つ各々の実験時間ごとの
蘇生試験による仔虫形成率は， 250C，280Cの下に実
験を行ったものに比較して少く，実験開始後 72時
聞のもの L蘇生試験 24時間に於ては，仔虫期に達
したものはなく，蘇生試験 48時間に於ても仔虫期
に達したものは 27.7%のみであった。叉その愛性卵
の増加は著しく，実験開始後 72時間のもの L蘇生
試験 48時間に於て 51.8%，実験開始後 192時間の
もの L蘇生試験 48時間では 70.9%に達した。 
第V章者 ~ J耳、
鈎虫卵の発育に関する研究は，現在迄に諸家によ
り数多くなされてきたが，鈎虫卵の水中に於ける発
育に関してはその数必ずしも多くはなし、。鈎虫卵が
水中で発育して仔虫に迄達するとすれば，尿尿を余，
り含まぬ水田や，河川中に存する鈎虫卵は，鈎虫撲
減の上からないがしろにする事は出来ない。
南崎(1928)は水田に於ける鈎虫卵の発育実験で，
のに於ては，その~性卵の約 Hこ萎縮i像が認められ 鈎虫卵は水中にては，夏期i冬期何れにあっても発
た。 育せず，仔虫に勝化する事もないし，叉鈎虫卵は夏
尚本実験中に於ける上澄液中の仔虫の有無を検鏡 期の水中に於ては 9週間，冬期の水中に於ては 5週
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間乃至6週間にて死滅するとしてしら。

今井田(1956)は水中に於ける鈎虫卵の発育実験

を行い，犬鈎虫卵を含む大使 10gに対し水道水 60
 
ccの割に夫々 2本の大試験管に入れて， 4月上旬の

室温で一方は通気し他方は通気しないで，その発育

を観察し，通気しなし、試験管では卵の勝化は遂に見

なかったとしている。然るに今井田の実験に於し、て

は，通気しない試験管中の卵の発育状況を見るに，
 
16 細胞に達するのに 4~5 日で，且つ 16 細胞期の卵
が完全に次の 32細胞期，或いは桑実期に達するに
は，尚 4日程を要している。この事は卵の発育速度
が，瓦培養の夫れより著るしく遅くなっていること
を示していて，今井田によると 9日目の桑実期卵の
時期で観察を終っているが，かくの如く発育速度の
遅延は，卵の瞬化状況を観察するには，その生死の
判別とも相侯って，より長時間に亘って観察する必
要があると思われる。即ち今井田の実験による桑実 
期卵は，斐性像を示していた卵の有無、の記載に欠け
る恨みがあり，且つ一見して斐性像を未だ見ない卵
のその後の観察がない。
南崎，今井田の実験に於し、て共通する所は，等し 
く水中と言っているが，実は，その中に糞便を含ん
でし、るのであって，糞便水中に於ける鈎虫卵の発育
の観察であって，糞便水の稀釈に応ずる実験が望ま
しく思われるが，今井田はこの点を考慮、に入れて，
加える水の量を最小 20ccより， 20 cc増しに 200cc 
迄の各段階の糞便稀釈中に於ける卵の発育状況を観
察している。私は糞便水中に於ける鈎虫卵の発育
は，水に対する糞便の割合が卵の発育に深い関係が
あるのではないかと考えたので，糞便が水に対して
極端に少し、場合は卵は或る程度仔虫に迄達するので
はなし、かと考えて，第一の実験?である水道水中の鈎
虫卵の発育を，ヅピニ鈎虫卵並びにアメリカ鈎虫卵
について行ったので、ある。この実験に於ける卵の観
察方法については，在来の研究に於いて.は，多くの
卵を含んだ液中より一部の卵をとり出して観察して
その時期の卵の発育状態とし，次の時期にはもとの
液中より同じく一部の卵を取り出して，その時の卵
の発育状態とするので、あって，異った卵の集団を観
察していたものである。しかし卵の発育を観察する
には，同ーの卵を継続的に観察する事が望ましく，
同一卵を継続的に観察し得る方法があれば，卵の憂
性過程，ひいては未だ~性像を見ない卵の生死の判
廷を明確にし得る。私はか Lる観点より，方波見の
ポリエチレ Y，フィルム法によって卵の発育過程を
観察した。
水中に於ける鈎虫卵の発育:
ニ与に言う水中とは，糞便を含まぬ水道水の事で
ある。即ちヅピニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵を集卵し
て充分に水洗した卵を，水道水中に投じて実験した
ものである。水中に於ける鈎虫卵の発育に関係が深
いのは水中温と共に，酸素の多寡も関係が大きいと
思われ，この事から水量，ひいては実験時の試験管
内の水の高さが影響を持つものと思われるが，私は
直径1.5cm長さ 10cmの試験管を使用し，水道水 
10cc 中に鈎虫卵が夫々 300~500 個含まれる様に行
った。虫卵を 300~500個と略一定にしたのは，虫
卵の多少から起因させる何ものかれ鈎虫卵の発育
に影響を及ぼす事を恐れたからである。
ヅピニ鈎虫卵の 280Cの水中で、の発育状況を見る
に，実験開始後 24時間で既に最初卵であったもの
L中85%が仔虫に明化L，48時間，並びに 72時間
では約 97%の仔虫贈化を見ている。 この間安性卵
の増加は殆んどなかった。 380Cに於ける実験では，
実験前~jJ生卵を見なかったものが，実験後 24 時間，
48時間， 72時間に応じて夫々 3%，4%，5%と棺増
加を見る以外は，仔虫に達したものは約 95%内外
でしヅピニ鈎虫卵は上記の水量に於いてはよく発育
して仔虫に迄達する。
アメリカ鈎虫卵の水中で、の発育を見るに， 280Cの
水中に於し、ては実験開始後 24時間では仔虫になっ
たもの 72%，48時間， 72時間では夫々 93%であっ
て，2!羽生卵についても実験前の百分率は 4.6%，実験
後は夫々 5.8%，7.6%，6.1%となり， 48時間目の斐
性卵出現率 7.6%より， 72時間目の斐性卵出現率 6.1
%と一見減少して奇異の感を持たせるが，この程度
の増減は共に信頼限界内の動きで、あって(以下同様
の現像が時々見られるが，その度に同様の事を繰り
返すのは繁雑だから略す)， 実験前に比して増加が
あるとは思われなし、。
然るに 380Cの水中に於いては実験後 24時間で仔
虫期のもの 52%，叉斐性卵については 24時間目で
既に 29%，48時間目では 53%と増加を示している。
これらの事をまとめてみるとヅピニ鈎虫卵，アメり
カ鈎虫卵共に 280Cの水中で、は順調に発育するもの
.'>.如く， 380Cの水中で、もヅピニ鈎虫卵は順調に発育
するが，アメリカ鈎虫卵ではその発育は相当阻害さ
れるもの L如く，この事は 380Cなる温度がアメリ
カ鈎虫卵には比較的短時間内で，その発育或は生死
に影響を及ぼす為と 思われる。J
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嫌気鐘内に於ける鈎虫卵の水中発育試験: 39%であって，同期のヅピニ鈎虫に比して一見抵抗
今井田は前記の実験に於いて通気した場合，鈎虫 性が強い如く思われるが，詳細にこの数字を検討し
卵は 4月上旬の室温で 9日目ですべて瞬化すると てみるに， PEF法の 28時間自の仔虫期のものは 3
し鳥居(1956)は血清中に於ける鈎虫卵の卿化は， %で， PEF法の 48時間自のものは 4%，この間に
酸素を補給する事によって促進されるとして，鈎虫 仔虫期のものになる増加の傾向は全くなし、。然るに
卵の発育並びに卿化には酸素の存在が必要であると 実験開始後 24~78 時間のもので同じ関係を見るに
報じているが，これ等の実験には鈎虫卵の各発育段 PEF法での 48時間自の仔虫期の百分率は， 24時間
階に応じての酸素の代謝量を測定する事が必要と思 目の犬れよりもすべて増加している。この事から考
われる・が，鈎虫卵の発育が姻虫に比して速かである えてみるにアメリカ鈎虫卵の 96時間自の桑実期卵
事と，鈎虫卵を多数集卵する事の困難さの為に未だ と仔虫期卵は観察時に於いては未だ形の土ベは愛性
試みられていない。上記の諸値は鈎虫卵の発育に酸 像を見なかったが，実際には機能的に既に発育能力
素が必要であることの証明方法として酸素或は空気 の低下の乃至は獄少を来したものと考えられ，これ
を補給した場合に卵の発育卿化の促進が見られると らを発育能力の無し、卵として，まとめ直してみる
いう事を実験したのであるが，私は鈎虫卵に対して と， 96時間目の成績では仔虫期のもの 4.0%，愛性
酸素の補給を遮断した場合の極端な場合として，無 卵或は之れに相当するもの 96%となり，アメリカ
酸素状況下に於ける鈎虫卵の発育を観察した。 鈎虫卵はヅピニ鈎虫卵に比して，酸素の影響を多大
無酸素状態を現出せしめる方法は諸種の文献的考 に受けるものと思われる。
察より，柳沢の嫌気鐘内黄燐燃焼法が現在の段階で 380C嫌気鐘内水中に於ける鈎虫卵の発育状況:
は最も望ましいものであると思えたのでこの方法を ヒトの排世便中の鈎虫卵は，腸より糞便と共に外
使用する事とした。 界へ排i世せられるのであるが，それ迄の聞に腸内環
即ちこの方法は柳沢によれば，鐘内を無酸素に近 境の種々なる影響を受けて，その事が鈎虫卵の発育
し、状況に至らしめ，且つ鐘内に実験の為に入れてお 並びに卿化に深い関係を示すものと思われる。方波
いた細菌類にも，黄燐燃焼時の発熱，及び黄燐燃焼 見は便秘が甚だしい糞便中のヅピニ鈎虫卵の発育並
に伴う五酸化燐の影響は全くなし、としている。私は びに婚化が著るしく阻害される事を認めた 0，実際に
この方法を採用するに当って，黄燐燃焼時の発熱， 農村にはこの種の便秘者は屡々見かけるが，腸内温
及びその結果生じる五酸化燐が，鈎虫卵の発育に影 度 380Cである事と共に，腸内が無酸素状態で、ある
響を与えるか否かを本実験前に確かめたが，前記の 事も著るしい関係があるものと J思われる。従って私
実験成績よりも明らかな如く影響は全くなかった。 は上記の考察の下に鈎虫卵の 380C嫌気鐘内発育を
従って無酸素状態を現出せしめる方法としてこの黄 観察したが， 280Cの場合の成績と比較してグピニ鈎
燐燃焼法を採用した。 虫卵，アメリカ鈎虫卵共に著るしい影響を受什，ア
280Cに於ける嫌気鐘内水中に於ける鈎虫卵の発 メリカ鈎虫卵に於いてはこの傾向が特に薯るしく，
育状況: 酸素を遮断しない 380C水中発育試験と比べてみる
ヅピニ鈎虫卵に於いては仔虫期に達したもの L割 ム実験後  24時間自の成績では安性卵の出現率は，
合は，実験開始後 24時間目のものでは， PEF法で 嫌気鐘内 84%であるに対し，水中発育試験では 29 
48 時間後の観察では 96% であったが，~、後実験開 %， 48時間自の成績では 98%と53%となり， 380C 
始よりの時間が長くなるに従つτ少くなり，実験聞 なる温度と共に無酸素状態である事も，鈎虫卵の発
始後 120時間では仔虫期のものは1.0%で， ZE性卵 育に関係する事が判明した。
は実に 85%を算した。嫌気鐘内に 312時聞入れて 稀釈便液中の鈎虫卵の発育状態:
いたものでは愛性卵は遂に 100%に達した。 久津見・大手(1955)，小林・安田・斎藤(1955)
アメリカ鈎虫卵では実験開始後 72時間の成績で 等は諸種化学薬品による鈎虫卵の殺滅試験を行つて
は仔虫期に達したもの 8%，~羽生卵 35% となり，同 いるが，糞便と水との割合を 1:5である様に操作し
期のヅピニ鈎虫卵と比較して，無酸素状況下に於い ている。私は糞便と水との各種の割合の下で実験を
ては，その影響をより多く受けてし、る ο然るに実験 行った。即ち温度を 250C， 280C及び人腸内気温で
開始後 96時間目の PEF法 48 [1剖!日の成績では，桑 ある 380C fこ保ったアメリカ鈎虫卵発育試験では，
実期卵 34%，仔虫包期卵 23%，仔虫矧 4%，~性卵 夫々の温皮に関して糞便と水との割合を 1:1より 1 
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: 10迄の間隔で試みた結果， 24時間後の成績ではそ
れらの聞に差は認められなかった。従って小林・久
津見等と同じ濃度一一糞便 1に対し水 5の割合一ー
で，アメリカ鈎虫卵の発育状態を観察したが， 250 C 
と280Cの下での実験結果は両者聞には大きな差は
なかったが， 280Cの発育試験で稀釈便液中に 72時
聞入れたものでの斐性卵出現率は 18%であった。
然るに 380Cの下で行った実験では実験開始後 72時
間で 52%の安性卵を示している。 この事は腸内糞
便中に於ける鈎虫卵の死滅起転のーっとして興味深
し、。
第 VI章結 論
ヅビニ鈎虫卵，アメリカ鈎虫卵に就いて，水中に
於ける発育試験，ポリエチレシ，フィルム法による
発育試験，嫌気鐘内に於ける水中発育試験，並びに
稀釈便液中に於ける発育試験を実施し，下記の如き
試験成績を得た。 
1) ヅビ‘ニ鈎虫卵の水中に於ける発育状況をみる
に， 280Cの下に於ては，実験開始後 48時間では 
96;6%の仔虫形成率を認め， 380Cの下に於ては，実
験開始後48時間で 95.5%の仔虫形成率を認めた。
アメリカ鈎虫卵では， 280Cの下に於ては，実験開
始後 48時間で 92.3%の仔虫形成率を認め， 38cCの
下に於ては，実験開始後48時間後に 47%の仔虫形
成率を認めた。 
2) ヅピニ鈎虫卵のポリエチレン，フィルム法に

よる発育試験は， 280Cの下に於ては，実験開始後 24

.時間で 97.8%の仔虫形成率を認め， 380Cの下に於
ては，実験開始後 24時間で 98.6%の仔虫形成率を'
認めた。 
次にアメリカ鈎虫卵のポリエチレン，フィルム法 
による発育試験は， 280Cの下に行ったものに於て 
は，実験開始後 24時間で 59%，実験開始後 48時間 
で 81%の仔虫形成率を認めた。 
38
0Cの下で行ったものでは，実験開始後 24時間， 
及び 48時間の発育試験成績に於て，その仔虫形成 
は全く認められなかった。 
3) ヅピニ鈎虫卵は，無酸素水中に於ては，仔虫 
期に迄発育するものは極めて少く， 280Cの無酸素水
中に於ては 98.5%が仔虫包期卵に迄発育し， 380C 
の無酸素水中に於ては 55.1%のものが仔虫包期卵
に迄発育した。
アメリカ鈎虫卵は，無酸素水中に於ては仔虫期に
迄発育せず， 280Cの無酸素水中で 34%の虫卵が仔 
虫包期卵に発育し， 380Cの無酸素水中に於ては 5.8

%の虫卵が仔虫包期卵に発育したのみであった。
の アメリカ鈎虫卵は， 250C，280C，380Cの試験
管内に於ける有部刊更中に於ては，虫卵の発育が停滞
し仔虫期に迄は発育しない。
摘隼するにあたり終始御懇篤なる御指導を頂
いたJ恩師i柳沢利喜雄教授に深甚の謝意を表し，
終始御指導御鞭捷を戴いた水野哲夫助教授に深
〈感謝し，あわせて研究中御支援を賜わった内
田昭夫先生及び矢島ふき先生に深く感謝し，叉
方波見先生並び教室員諸兄の御援助をJむから感
謝致します。
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